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一

、

分

析

視

角

日
本
造
船
業
の

成
立
と
構
造

H
本
に
お
け
る
生
産
手
段
生
産
部
門
、
特
に
機
械
製
造
部
門
の
創
出
・
推
転
過
程
の
一
特
質
は
、

業
」
と
称
す
）
が
こ
の
過
程
に
あ
っ
て
、
他
の
機
械
製
造
諸
部
門
に
さ
き
だ
ち
創
出
・
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
も
経
営
規
模
的
及
び
技
術

構
成
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
終
始
一
貫
、
諸
他
の
機
械
製
造
諸
部
門
に
対
す
る
先
導
的
地
位
を
し
め
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
か
か

る
歴
史
的
発
展
の
視
角
の
み
な
ら
ず
そ
の
構
成
的
視
点
か
ら
み
て
も
、
斯
業
は
一
般
機
械
生
産
の
構
造
上
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
質
的
意
義
を
有
し
、
か
つ
巨
大
な
比
貢
を
し
め
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
を
造
船
業
と
密
接
に
関
係
し
あ
う
他
の
機
械
製
造
部
門
と
比
較
す
る
に
、
後
者
の
遅
々
た
る
発
展
と
、
技
術
的
低
位
性

と
、
そ
の
消
極
的
地
位
に
比
し
、
斯
業
は
終
始
圧
倒
的
・
優
位
的
に
発
展
し
、
本
来
後
者
の
演
ず
ぺ
き
役
割
を
補
充
し
、
も
つ
て
生

(

1

)

 

産
手
段
生
産
部
門
に
対
す
る
代
位
・
補
充
的
意
義
を
保
持
し
て
き
た
。
（
以
上
の
詳
細
は
本
論
で
考
察
す
る
）

明
治
工
業
史
が
造
船
工
場
の
特
質
を
次
の
如
く
述
ぺ
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
当
を
得
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
い
う

u本
造
船
業
の
成
立
と
構
造
（
越
後
）

越

後

迩
艦
造
船
工
業
（
以
下
「
造
緯

和

典

2.51 



「
外
部
か
ら
当
然
供
給
を
う
＜
ベ

「
こ
れ
ら
の
工
場
は
名
に
お
い
て
造
船
所
を
も
つ
て
冠
す
る
も
、
必
ず
し
も
船
体
建
造
の
み
を
営
み
し
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
船
舶

の
建
造
に
要
す
る
原
動
機
、
そ
の
他
舶
用
機
械
類
は
も
ち
ろ
ん
、
汎
く
一
般
機
械
類
の
製
作
に
従
事
せ
し
を
も
つ
て
、
今
日
わ
が
国

一
般
機
械
類
の
製
作
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
車
輛
製
造
業
、
製
鋼
業
を
も
併

せ
営
む
も
の
あ
り
、
ゆ
え
に
、
本
邦
に
お
け
る
造
船
工
場
は
、
た
だ
に
、
い
わ
ゆ
る
造
船
所
と
し
て
機
械
工
湯
中
の
大
宗
た
る
の
み

(

2

)

 

な
ら
ず
、
他
而
に
お
い
て
一
般
機
械
工
場
と
し
て
の
地
位
を
も
併
有
す
る
も
の
な
り
」
。

し
か
し
か
か
る
日
本
造
船
業
の
特
質
は
、
同
時
に
そ
の
推
転
に
お
け
る
制
約
要
因
で
も
あ
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

は
典
型
的
に
は
原
材
料
及
び
一
般
機
械
工
業
基
底
の
脆
弱
性
、

製
作
兼
営
11
多
角
経
営
の
生
産
性
の
低
位
11
船
価
高
の
う
ち
に
露
呈
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
海
運
興
国
史
は
次
の
如
く
述
ぺ
て
い

る
。
即
ち
綜
合
工
業
と
し
て
の
斯
業
の
性
質
上
、
そ
の
発
展
の
た
め
に
は
ま
ず
「
各
種
附
属
工
業
が
発
達
し
、
造
船
工
場
は
単
に
船

体
の
建
造
を
主
と
す
る
経
営
組
織
で
あ
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
あ
る
。
従
つ
て
各
方
面
か
ら
の
註
文
を
集
め
て
分
業
的
に
い
わ
ゆ
る

多
哉
生
産
の
方
針
を
と
る
こ
と
が
第
二
条
件
で
あ
る
。
」
し
か
る
に
「
各
種
の
附
属
工
業
が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
た
め
に
、
エ
ン
ジ

ン
、
ポ
イ
ラ
以

F
各
種
部
分
品
の
全
部
を
外
部
か
ら
供
給
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
造
船
所
は
単
に
数
個
の
船
台
と
船
体
工
湯
及
び

大
工
場
位
い
が
あ
れ
ば
足
り
る
簡
単
な
組
織
で
あ
る
」
イ
ギ
リ
ス
近
船
業
と
は
正
に
対
賦
的
に
、

ぎ
各
種
の
部
分
品
ま
で
大
部
分
逍
船
所
自
ら
建
北

lUn作
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
わ
が
国
造
船
業
に
あ
っ
て
は
、

「
エ
湯
組
織
が
自
然
大
規

揆
と
な
り
、
巨
額
の
汗
本
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
」
ば
か
り
か
「
そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
て
自
作
す
る
の
で
あ
る
か
ら
多
量
生
産
に

比
し
て
抒
し
く
麻
価
と
な
り
」
、

か
く
て
こ
れ
ら
の
点
か
ら
「
わ
が
近
船
業
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
比
し
て
経
済
的
に
著
し
い
遜

に
お
け
る
迎
船
所
は
皆
当
時
の
遺
風
を
伝
え
、

そ
れ
の
造
船
業
内
部
に
お
け
る
止
揚
過
程
が
必
然
化
す
る
一
般
機
械

252 



（
イ
）
概
要
。
近
代
日
本
の
造
船
業
が
幕
末
に
お
け
る
幕
藩
経
営
の
軍
事
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
そ
の
蝙
を
発
す

(

1

)

 

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
封
建
的
危
機
の
深
化
と
、
そ
れ
の
半
植
民
地
化
の
危
機
へ
の
転
化
の
起
点
を
な
す
嘉
永
六
年
、

(

2

)

6

.

）
 

（
一
八
五
＿
＿
一
年
）
、
幕
府
は
島
原
の
乱
以
後
ニ
ー
八
年
に
わ
た
り
固
守
し
き
た
っ
た
「
大
船
建
造
禁
止
令
」
を
解
除
し
た
。
濤
外
防
循

t
1】

日
本
造
鑓
業
の
成
立
と
構
造
（
越
聾
）

発
端
。

註
(

1

)

(

2

)

 

(
3
)
 

A 

二

、

創

出

過

租

以
上
の
具
体
的
論
証
は
後
論
の
裡
に
示
さ
れ
る
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は
造
船
業
の
先
行
的
・
優
位
的
発
展
が
そ
れ
自
体
、
斯
業
の

推
転
に
お
け
る
制
約
的
要
因
を
生
み
だ
す
過
程
で
も
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
論
は
お
よ
そ
以
上
の
如
き
関
係
を
形
成
す
る
に
い
た
る
斯
業
の
創
出
、
確
立
の
過
程
に
考
察
の
焦
点
を
合
せ
、
そ
の
過
程
及
び

か
く
て
形
成
さ
れ
る
関
係
そ
の
も
の
の
全
機
構
的
意
義
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

（
二
）
推
転
過
程
、

（
三
）
分
析
＇
確
立
期
に
視
点
を
お
く
基
本
構
造
、
な
る
編
別
構
成
を
と
る
本

論
の
(
-
)
の
部
分
の
う
ち
、
そ
の
発
端
を
形
成
す
る
幕
末
造
船
業
の
み
を
対
象
と
す
る
。

同
様
の
見
解
を
と
る
も
の
と
し
て
小
山
弘
健
「
日
本
産
羮
楓
構
研
完
」
五
ー
六
頁
、
豊
崎
稔
「
日
本
楓
械
工
業
の
基
職
構
造
」
奪
参
照
。

明
治
H
業
史
「
織
械
篇
」
八
三
頁
。

潟
運
興
国
史
、
一
四
二
三
ー
五
頁
。

本
稿
は
（
一
）
創
出
過
程
、

色
」
が
生
ず
る
、

幕

末

造

船

業

(

3

)

 

と
い
う
の
で
あ
る
。

U3 



註
(
1
)

が
大
船
の
建
逍
な
く
し
て
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
幕
藩
経
営
の
艦
船
造
修
所
の
本
格
的
設
馘

は
ま
さ
に
こ
の
年
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

即
ち
幕
府
は
嘉
永
六
年
み
ず
か
ら
浦
賀
に
工
場
を
開
い
て
造
船
の
業
を
起
し
、
諸
藩
に
そ
の
実
例
を
示
し
た
仕
か
、
後
に
長
崎
に

お
け
る
海
軍
伝
習
に
際
し
艦
船
追
修
の
必
要
上
こ
の
地
に
製
鉄
所
を
設
け
た
。
次
に
長
崎
は
首
府
に
遠
く
不
便
が
少
く
な
か
っ
た
か

ら
都
府
は
海
軍
操
錬
所
を
江
戸
に
設
け
た
が
、
こ
の
た
め
艦
船
の
多
く
が
江
戸
附
近
に
集
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、

理
、
建
造
工
場
の
必
要
を
融
じ
、
浦
賀
及
び
か
つ
て
水
戸
藩
の
経
営
で
あ
っ
た
石
川
島
の
工
場
を
こ
れ
に
あ
て
た
。

は
江
戸
湾
外
に
あ
っ
て
防
衛
上
の
欠
点
が
あ
り
、
後
者
は
規
模
が
小
さ
く
、

（

ヽ

）

て
横
須
賀
に
一
大
工
廠
を
建
設
す
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
近
隣
に
修

か
つ
海
底
が
浅
く
て
と
う
て
い
軍
港
に
適
せ
ず
、

よ
っ

他
方
諸
藩
に
お
い
て
も
大
船
建
造
解
禁
と
前
後
し
て
、
鹿
児
畠
藩
は
瀬
戸
村
と
牛
根
に
、
水
戸
藩
は
石
川
島
に
造
船
所
を
開
き
、

ま
た
佐
賀
藩
は
近
船
用
料
具
、
機
械
一
切
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購
入
し
た
（
援
に
幕
府
に
献
納
、
幕
営
横
洪
製
鉄
所
及
び
横
須
賀
造
翡
所
に
分

用
）
。
さ
ら
に
金
沢
藩
は
二
隻
の
軍
艦
を
購
入
、

こ
れ
が
修
理
の
た
め
能
登
七
尾
港
に
造
船
所
を
設
置
し
た
。

(

5

)

 

用
に
供
す
べ
き
多
少
の
設
備
を
そ
な
え
た
も
の
は
維
新
の
際
一
四
藩
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。

(
2
)
 

そ
の
他
艦
船
砧
修
の

同
年
に
ぺ

9

1
来
航
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
事
件
相
つ
ぎ
、
内
政
に
お
い
て
も
、
徒
覚
集
会
の
攀
止
（
府
中
藩
）
、
江
戸
府
内
戒
厳
令
、

五
ヵ
年
の
鍮
約
令
布
告
等
、
幕
末
動
乱
と
、
幕
政
改
革
の
開
始
を
怖
霞
る
事
件
が
癸
生
し
て
い
る
。

憲
111
家
駁
は
初
め
秀
吉
の
政
策
を
踏
襲
し
て
、
潟
外
貿
易
を
奏
励
し
た
か
ら
、
濡
運
の
塵
慮
と
と
も
に
造
紐
霰
も
多
大
の
遍
歩
を
み
た
。

し
か
し
家
紙
が
豊
臣
氏
に
対
す
る
政
略
●
、
酉
国
諸
大
名
所
有
の
五
百
石
以
●
の
兵
船
を
没
敗
し
（
一
六

0
九
年
）
、
そ
の
援
家
光
が
鎖
国

政
策
の
手
段
と
し
て
、
寛
永
ご
一
年
（
一
六
三
五
年
）
百
石
積
以
上
の
艤
舶
建
造
を
禁
止
し
、
同
時
に
一
一
本
以
上
の
帆
櫨
及
び
竜
骨
の

し
か
る
に
前
者

25鼻



註
(

1

)

（
口
）
特
質
。
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
如
く
、
近
代
日
本
造
船
業
は
、

修
の
必
要
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
海
運
の
発
達
を
前
提
と
し
て
こ
れ
と
結
び
つ
く
貨
物
連
輸
手
段
の
生
産
部

門
と
し
て
、
私
的
資
本
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
幕
藩
な
る
前
期
的
主
体
に
よ
っ
て
（
私
的
賓
本
の
直
披
介
入
の
徘
除
）
、

(

1

)

 

軍
用
艦
船
な
る
非
商
品
性
格
を
も
っ
た
製
作
物
製
造
業
と
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
交
通
連
輸
手
段
生
南
部
門

と
し
て
総
生
産
過
程
の
一
環
を
担
い
、
海
運
と
唇
歯
輔
車
の
関
係
を
結
び
つ
つ
自
生
的
に
展
開
す
る
必
然
性
を
も
っ
た
も
の
と
し
て

で
は
な
く
、
最
初
か
ら
戦
闘
手
段
生
産
部
門
と
し
て
自
生
的
発
展
の
内
在
的
根
拠
を
欠
如
し
な
が
ら
、
封
建
領
主
の
政
治
的
必
要
に

も
と
ず
き
上
か
ら
創
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
斯
業
の
発
足
に
お
け
る
特
質
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

日
本
造
鱗
業
の
成
立
と
構
造
（
越
楓
）

(

5

)

 

(
4
)
 

(

3

)

 

使
用
を
禁
止
し
て
以
来
、
わ
が
国
鯨
舶
は
消
岸
航
路
用
の
小
型
の
も
の
の
み
と
な
り
、
渾
外
渡
航
に
適
す
る
も
の
が
な
く
な
っ
た
。
尤
も

寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
以
降
商
買
紬
に
隅
り
五
百
石
以
上
の
も
の
も
建
造
し
え
た
の
で
あ
る
が
。
（
宮
永
鋤
「
帝
国
造
船
保
護
政
策

論
」
一
八
五
ー
一
八
六
頁
）
。

「
荷
艤
之
外
大
紐
停
止
之
御
法
令
に
候
処
、
方
今
之
時
勢
大
織
必
要
之
儀
に
付
、
自
今
諸
大
名
大
細
製
造
致
候
儀
御
免
被
成
候
・
・
・
・
・
・
」

（
大
蔵
省
編
纂
「
日
本
財
政
経
済
史
料
」
第
四
巻
・
一
―
―
一
頁
）
。

造
船
協
会
編
「
日
本
近
世
造
船
史
」
九

0
ー
九
一
頁
。
明
治
H
棄
史
・
造
艇
篇
二
七
八
頁
。
な
お
後
述
の
如
く
、
幕
府
は
伊
豆
戸
田
漉
に

お
い
て
、
露
船
「
ッ
コ
ナ
」
の
製
式
に
従
い
、
君
沢
型
帆
鯛
を
襲
造
し
た
が
、
戸
田
の

H
場
は
一
時
の
方
側
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
幕
府
咤
代
の
造
紬
エ
湯
と
し
て
数
え
る
に
は
当
ら
な
い
。

「
日
本
近
批
造
艤
史
」
一
四
七
ー
一
五

0
頁。

い
ず
れ
も
「
海
防
」
の
た
め
の
幕
藩
海
軍
の
艦
船
造

創
出
時
に
み
ら
れ
る
砺
羹
の
軍
事
的
性
格
は
、
そ
の
復
の
斯
攀
を
貫
串
す
る
某
本
的
性
格
で
も
あ
る
こ
と
に
注
寓
。
な
お
、
灘
蓮
が
明
治

政
府
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
軍
事
的
必
要
か
ら
、
莫
大
な
国
費
の
支
出
に
よ
っ
て
保
霞
を
う
け
癸
晨
す
る
に
い
た
る
や
、
造
織
所
の
一
部

分
は
政
商
に
払
下
げ
ら
れ
、
私
的
賽
本
に
よ
り
、
商
織
の
建
造
を
主
体
と
す
る
本
来
の
造
緯
所
と
、
一
部
分
は
寄
国
濡
軍
の
軍
艦
造
修
を
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註
(
1
)

(
2
)
 

(
3
)
 

7
4
)
 

主
体
と
す
る
海
軍
工
廠
に
分
解
す
る
。
こ
こ
に
い
た
り
造
蜘
業
と
海
運
業
と
の
間
に
欄
構
的
連
繋
が
生
じ
、
造
競
羮
の
推
転
の
根
拠
が
与

え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
こ
の
段
階
に
い
た
る
と
、
斯
業
惟
転
の
た
め
の
前
述
の
制
約
条
件
が
成
熟
し
、
今
度
は
逆
に
日
本
商
組
縣
の
充
実

が
国
内
造
細
能
力
の
某
礎
を
越
え
迦
行
し
、
海
運
と
造
鑓
と
の
間
に
は
著
し
い
跛
行
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

は
徴
逸
す
る
。

労
仇
手
段
0
設
備
・
機
械
。

（
イ
）
創
設
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
創
出
さ
れ
た
造
船
所
で
明
治
維
新
の
際
現
存
し
た
も
の

の
う
ち
生
要
な
も
の
は
、
幕
府
の
設
立
に
か
か
る
長
崎
製
鉄
所
（
設
立
安
政
一
一
一
年
ー
一
八
五
六
）
、
横
須
賀
造
船
所
（
慶
応
二
年

I
一
八
六

浦
賀
造
船
所
（
嘉
永
六
年

I
一
八
五
三
）
の
四
工
場
と
、

(

1

)

 

（
水
戸
藩
）
、
兵
庫
（
金
沢
藩
）
及
び
鹿
児
島
（
鹿
兒
島
藩
）
の
各
迩
船
工
場
で
あ
っ
た
。

以
上
の
経
藩
設
立
の
造
船
所
中
蚊
大
の
も
の
で
あ
る
長
崎
製
鉄
所
と
横
須
賀
造
船
所
に
つ
い
て
そ
の
設
立
過
程
を
み
る
に
、
工
場

(

2

)

 

建
設
・
機
械
装
閥
は
次
の
如
く
い
ず
れ
も
外
人
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
た
。
即
ち
長
崎
製
鉄
所
の
場
合
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

の
技
術
者
が
器
日
パ
、
機
械
を
持
つ
て
来
着
、

オ
ラ
ン
ダ
麻
人
ハ
ー
ト
ウ
エ
ン
を
介
し
て
諸
道
具
、
機
械
類
及
び
技
術
者
の
派
遣
を
オ
ラ
ン
ダ
に
依
頼
、
翌
年
ハ
ル
デ
ス
以
下
八
人

(

S

)

 

工
場
建
設
に
着
手
し
た
。
工
事
は
ハ
ル
デ
ス
が
こ
れ
に
当
っ
た
。
横
浜
製
鉄
所
及
び
横

須
賀
造
船
所
の
場
合
は
、

上
し
た
も
の
（
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購
入
）
に
新
た
に
オ
ラ
ン
ダ
、

【

IIU

フ
ラ
ン
ス
人
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
そ
の
設
計
、
建
設
を
一
任
、
後
者
の
機
械
は
佐
賀
藩
よ
り
献

（

ヽ

）

フ
ラ
ン
ス
等
か
ら
輸
入
し
た
も
の
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
近
世
造
船
史
、
七
二
三
頁
。

浦
賀
造
船
所
及
び
上
述
各
藩
設
立
の
造
船
所
は

H
場
建
設
に
外
人
の
指
尊
を
う
け
て
い
な
い
。

三
菱
長
崎
造
船
史
、
六
頁
、

横
須
賀
海
軍
船
廠
史
、
第
一
巻
・
七
頁
。

六
）
、
横
浜
製
鉄
所
（
塵
応
元
年

i
―
八
六
五
）
、

各
藩
設
立
に
か
か
る
石
川
島

2.56 



註
(

1

)

(

2

)

 

成
時
現
在
次
の
如
き
構
成
を
と
っ
た
。
即
ち
該
所
は
鍛
冶
場
、

す
る
モ
リ
ス
ン
蒸
汽
鎚
一
機
を
備
え
、

ト
ン
カ
蒸
汽
鎚
、

錬
鉄
、

模
型
、

七
0
馬
力
蒸
汽
軍
艦
建
造
の
意
図
を
も
つ
て
元
治
元
年
（
一
八
六

（
口
）
内
容
。
建
設
さ
れ
た
工
場
及
び
そ
の
設
備
の
内
容
を
み
る
に
、

工
作
場
、

な

成
形
機
、
圧
延
機
、
剪
断

鍛
冶
湯
（
間
口
四
丈
七

及
び
八
馬
力
蒸
汽
罐
を
動
力
と

工
作
場
（
間
ロ
一
五
丈
四
寸
、
奥
行
八
丈
三
寸
三
分
）
に
は
一
五
馬
力
蒸
汽
罐
を
動
力
と
す
る
旋

盤
運
転
用
の
高
圧
蒸
汽
機
関
、
及
び
旋
盤
、
中
グ
リ
盤
、
穿
孔
盤
、
竪
削
盤
、
平
削
盤
、

機
、
木
材
鋸
断
機
等
工
作
機
械
二

0
台
を
備
え
、
縮
鉄
場
（
間

u
三
三
丈
、
奥
行
二
四
丈
）

お
文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
立
神
郷
に
軍
艦
打
建
所
が
建
設
さ
れ
、

日
本
造
船
業
の
成
立
と
構
造
（
越
後
）

尺
八
寸
、
奥
行
七
丈
六
尺
四
寸
）
に
は
鍛
炉
大
小
六
箇
、

ね
ぢ
切
盤
、

に
は
外
壁
に
一
大
鉄
炉
を
設
備
し
た
。

四
）
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
上
記
と
仕
ゞ
同
内
容
の
造
船
所
用
機
械
類
を
輸
入
、
据
付
け
た
が
事
業
を
開
始
す
る
に
い
た
ら
ず
し
て
維
新
を

(

1

)

 

迎
え
た
。
こ
れ
に
対
し
横
須
賀
製
鉄
所
に
あ
っ
て
は
、
鋳
造
、

機
械
、
製
罐
、
鑢
竪
、
製
帆
、
船
具
、
製
鋼
、
木

エ
、
船
架
の
各
エ
湯
を
順
次
建
設
、
据
附
機
械
と
し
て
は
オ
ラ
ン
ダ
及
び
イ
ギ
リ
ス
商
社
よ
り
買
付
け
の
一

0
馬
力
蒸
汽
機
械
、
六

一
五
ト
ン
カ
起
重
機
外
九
七
四
種
に
上
る
工
作
機
器
、
及
び
フ
ラ
ン
ス
商
社
か
ら
購
入
の
三

0
馬
力
汽
機
、
平
削

盤
、
穿
孔
盤
、
木
工
機
等
二

0
0種
以
上
に
達
す
る
工
作
機
器
類
を
設
備
し
た
。
し
か
し
該
所
の
建
設
は
全
部
完
了
す
る
に
は
い
た

(

2

)

 

ら
ず
維
新
政
権
に
接
牧
さ
れ
た
。

三
菱
長
崎
造
紺
所
史
、
七
頁
以
下
。

横
須
賀
海
軍
鉛
廠
史
第
一
巻
及
び
日
本
近
世
造
織
史
一

0
四
ー
五
頁
。

H
事
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
工
湯
を
建
築
し
、
緩
急
に
応
じ
楓

械
の
据
付
を
了
し
、
船
架
の
竣
H
と
共
に
一
段
落
と
な
し
、
艦
饒
修
躙
工
事
を
開
始
し
、
次
に
、
競
渠
を
開
築
し
、
も
つ
て
、
全
級
を
落

成
し
よ
う
と
し
た
が
、
第
一
号
船
渠
の
開
馨
を
実
施
す
る
際
慶
喜
の
大
政
奉
還
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

六
馬
力
蒸
汽
罐
を
動
力
と
す
る
送
風
機
関
、

縮
鉄
湯
の
三
工
場
よ
り
な
る
が
、

長
崎
製
鉄
所
に
あ
っ
て
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
工
事
落
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っ
た
。
こ
こ
に
「
は
や
く
も
」
と
い
う
の
は
他
の
工
業
部
門
と
比
較
し
て
そ
う
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
前
述
の
如
く
長
崎
製
鉄
所
の

工
作
機
械
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
オ
ラ
ン
ダ
製
の
も
の
を
輸
入
し
た
の
で
あ
る
が
、

部
門
は
他
に
ー
つ
も
な
く
、
わ
ず
か
に
綿
業
部
門
に
お
い
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
い
た
り
薩
藩
が
磯
邸
の
旧
鋳
鉄
局
地
に
洋

式
紡
績
所
を
起
工
、
翌
年
イ
ギ
リ
ス
製
の
ス
ロ
ッ
ス
ル
六
台
（
各
ー
―
1
0
八
鍾
）
及
び
ミ
ュ
ー
ル
三
台
（
各
六
0
0
鍾）

(

1

)

 

紡
績
、
織
布
機
械
を
輸
入
・
装
置
し
た
一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

三
五
年
）
が
あ
り
、

後
に
生
産
手
段
生
産
部
門
完
成
指
標
U
工
作
機
械
解
決
完
成
表
徴
＇
旋
盤
創
製
（
一
七
九
四
年
）
が
続
く
順
序
を

(

2

)

 

と
る
の
が
そ
の
古
典
的
形
態
で
あ
る
。
し
か
る
に
日
本
の
湯
合
に
は
こ
れ
と
顛
倒
の
順
序
を
と
り
、
紡
績
機
械
が
衣
料
生
産
部
門
基

調
と
し
て
輸
入
＇
装
置
（
一
八
六
六
年
）
せ
ら
れ
る
以
前
に
旋
盤
等
工
作
機
械
が
製
艦
軍
事
用
と
し
て
輸
入
＇
装
置
（
一
八
五
六
年
）

(

S

)

 

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
労
仇
手
段
輪
入
＇
創
出
に
お
け
る
顧
倒
的
形
態
と
、
造
船
業
の
発
端
に
お
け
る
先
行
性
を
看
取

尤
も
工
作
機
械
の
輸
入
＇
装
置
の
先
行
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
船
架
、
船
渠
等
の
造
船
業
固
有
の
設
備
に
い
た
っ
て
は
、
い
ま
だ
極

め
て
低
い
水
準
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
期
の
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
質
の
ー
つ
で
あ
る
。

船
舶
修
理
の
た
め
の
基
本
的
設
備
の
ー
つ
で
あ
る
船
渠
に
と
つ
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

た
る
も
の
は
「
咸
臨
」
丸
の
船
底
禎
隙
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
船
架
、
船
渠
の
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、
湾
頭
に
注
流
す
る
谷
川
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
よ
そ
近
代
諸
工
業
の
機
械
化
過
程
は
、

（
ハ
）
特
質
。
さ
て
、

は
や
く
も
工
作
機
械
の
輪
入
、

ま
ず
消
費
資
料
生
産
部
門
発
達
指
標
＇
衣
料
生
産
発
達
表
徴
9
紡
績
機
械
創
製
（
一
七

以
上
に
よ
っ
て
幕
営
造
船
所
に
お
い
て
は
、

「
浦
賀
に
お
け
る
修
繕
工
事
中
の
最

一
例
を

を
中
心
と
す
る

当
時
機
械
化
過
程
に
は
い
つ
て
い
る
工
業

装
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知

2H 



順
風
を
ま
っ
た
め
に
時
日
を
空
費
し
、
航
続
平
均
速

(

3

)

 

力
を
減
殺
し
、
加
う
る
に
釘
着
が
不
完
全
で
論
力
少
く
、
些
々
た
る
暴
風
雨
に
も
難
破
す
る
等
の
欠
陥
を
も
つ
て
い
た
。
当
時
の
日

日
本
造
織
攀
の
咸
立
と
構
造
（
鱚
摯
）

は
帆
が
纏
の
真
中
に
か
か
り
、

労
仇
カ
・
技
術
。

〈
イ
）
技
術
水
準
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
「
大
船
建
造
禁
止
令
」
解
除
十
数
年
前
、

義
国
で
は
推
進
法
で
は
帆
か
ら
蒸
汽
へ
（
樵
遍
羞
で
は
螺
馘
式
撫
遍
繹
蝶
用
）
、
船
材
で
は
木
材
か
ら
鉄
へ
の
船
舶
に
お
け
る
構
造
変
動

C
1
)
 

を
完
了
し
、
大
洋
を
航
行
で
き
る
大
型
蒸
汽
鉄
船
の
建
造
が
進
捗
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
る
に
日
本
で
は
長
年
め
鎮
国
政
策
の
強
行

(

2

)

 

「
大
船
禁
止
令
」
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
初
期
に
発
芽
し
た
洋
式
建
造
技
術
が
芽
生
期
に
お
い
て
摘
取
ら
れ
、
わ
ず
か
に
河
川
、

湖
沼
、
沿
岸
の
航
行
用
に
世
界
に
類
の
な
い
一
種
特
別
の
「
大
和
型
船
」
な
る
船
型
を
形
成
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
船
型
で

と、
[
I
U
 

註
(

1

)

(

2

)

 

(
3
)
 

(
4
)
 

利
用
し
て
溝
渠
を
穿
ち
、
こ
こ
に
該
艦
を
引
き
入
れ
て
溝
口
に
粘
土
の
防
水
壁
を
築
き
、
手
動
ポ
ン
プ
で
排
水
し
、

用
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
渠
側
の
湧
水
が
激
し
く
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
粘
土
を
塗
つ
て
防
水
工
事

を
施
し
か
ろ
う
じ
て
船
渠
に
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
設
計
及
び
構
造
は
甚
だ
幼
稚
な
も
の
で
、
殆
ん
ど
論
ず

べ
き
価
値
が
な
い
が
、
し
か
も
「
か
く
て
築
造
さ
れ
た
乾
船
渠
は
椀
近
本
邦
に
お
け
る
最
初
の
も
の
で
あ
り
・
・
・
・
・
・
当
時
に
あ
っ
て
は

江
戸
附
近
に
お
け
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
」
、

(

4

)

 

低
さ
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
こ
れ
が
使
用
を
継
続
し
て
明
治
維
新
に
及
ん
だ
」
と
い
う
。
も
つ
て
そ
の
水
準
の

絹
川
太
一
「
＊
邦
綿
業
紡
績
史
」
策
一
巻
。

山
田
盛
太
郎
「
日
本
賓
本
主
攀
分
析
」
七
四
ー
七
五
頁
。

前
項
参
照
。
な
＊
明
治
工
蝙
史
・
楓
械
篇
七
八
ー
八
二
頁
に
詳
し
。

日
本
近
世
遣
饒
史
、
九
三
頁
。

逆
風
や
横
風
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

一
時
船
渠
に
代

先
進
資
本
主

2●9 



を
口
訳
し
、
大
和
型
船
大
工
に
そ
の
意
義
を
伝
え
工
事
を
施
行
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
三
帆
船
と
も
「
外
板
を
肋
骨
に
固
結
す

る
釘
は
外
方
の
一
端
に
頭
部
あ
る
の
み
に
し
て
、
内
部
は
い
わ
ゆ
る
打
込
み
と
し
た
る
が
故
に
、
船
体
は
風
波
の
た
め
に
動
揺
し
、

(

5

)

 

そ
の
各
部
の
震
動
は
自
然
釘
の
ゆ
る
み
を
生
ぜ
し
め
、
た
め
に
海
水
は
船
内
に
浸
入
し
、
ま
た
如
何
と
も
す
る
に
由
な
き
に
い
た
る
」

と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
水
戸
斎
昭
が
石
川
島
造
船
所
に
お
い
て
建
造
し
た
最
初
の
西
洋
型
大
船

た
る
「
旭
日
」
丸
は
そ
の
復
原
力
の
計
算
に
誤
謬
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
船
首
吃
水
は
船
尾
吃
水
よ
り
も
大
と
な
っ
て
実
際
に

(

6

)

 

こ
の
欠
点
を
除
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
風
波
の
航
海
に
は
多
大
の
困
難
を
感
じ
た
と
い
う
。

当
時
は
幕
府
に
お
い
て
も
諸
藩
に
お
い
て
も
、
造
船
の
知
識
を
有
す
る
も
の
が
な
く
、
黒
船
を
実
地
見
学
し
、

の
構
造
を
推
測
し
た
も
の
、
或
は
蘭
学
者
で
船
そ
の
も
の
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
な
く
て
も
、
単
に
造
船
に
関
す
る
洋

(

1

)

 

内
を
講
義
し
う
る
も
の
が
、
無
比
の
造
船
家
と
し
て
尊
敬
せ
ら
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
「
造
船
家
」
の
指
導

に
よ
る
叙
上
の
船
舶
の
建
追
に
は
、

づ
い
て
「
鳳
瑞
」
丸
、

れ
る
。

本
の
造
船
技
術
は
か
か
る
大
和
型
船
の
建
造
技
術
が
一
部
船
匠
に
よ
っ
て
父
子
相
伝
的
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
み
で
あ
っ
た
と
い
わ

一
例
を
あ
げ
る
と
、

「
太
元
」
丸
を
建
造
し
た
。

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
鹿
児
島
藩
は
「
昌
平
」
丸
を
起
工
し
、

つ

そ
の
結
果
大
船
建
造
解
禁
後
の
わ
が
国
の
西
洋
型
船
建
造
技
術
は
「
造
船
の
基
礎
た
る
竜
骨
、
肋
材
そ
の
他
主
要
部
分
の
法
に
暗

く
、
吃
水
の
深
浅
、
重
点
の
位
置
を
察
せ
ず
、
た
め
に
西
洋
型
の
船
舶
を
建
造
す
る
と
い
え
ど
も
船
質
脆
弱
、
或
は
速
力
遅
鈍
に
し

(

4

)

 

て
重
用
に
適
」
せ
ざ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
造
に
あ
た
つ
て
は
松
本
恒
蕎
（
復
の
寺
島
伯
）
が
オ
ラ
ン
ダ
の
造
船
書

一
覧
し
て
多
少
そ

い
づ
れ
も
船
大
工
（
大
和
鱗
環
大
H
)
が
従
事
し
た
た
め
、
そ
の
建
造
工
事
に
よ
っ
て
当
該
造
船
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こ
の
時
戸
田
に
赴
き
実
地
を
見
学
し
た
邦
人
が
多

(

8

)

 

所
の
職
上
の
技
能
を
啓
発
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

鉄
船
の
出
現
は
一
八
―
二
年
ロ
ン
ド
ン
で
進
水
し
た
ア
ー
ロ
ン
・
マ
ン
ス
ビ

9
号
を
以
て
嘴
矢
と
す
る
。
そ
の
後
鉄
船
の
建
造
は
一
時
中

継
し
た
が
、
一
八
四
三
年
、
世
界
最
初
の
航
洋
鉄
船
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ン
号
が
進
水
し
、
一
八
五
四
年
。
ヘ
ル
ツ
ャ
号
（
三
、
六

0
0
-
•
­

ン
）
が
建
造
さ
れ
て
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
西
洋
横
断
船
は
全
部
鉄
鋤
と
な
っ
た
。
な
お
螺
旋
推
進
器
に
よ
る
航
海
の
最
初
の
成
功
は
、

一
八
一
予
几
年
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
号
に
よ
る
。
前
述
グ
レ
ー
・
釦
・
プ
リ
テ
ン
号
は
大
西
洋
を
横
断
し
た
最
初
の
暗
車
汽
船
で
あ
る
。
（
以
上

「
海
運
」
第
二
七
三
号
所
牧
、
加
地
照
義
「
日
本
資
本
主
義
の
成
立
と
海
運
」
参
照
）
。

慶
長
一

0
年
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
は
家
康
の
命
に
よ
り
、
二
隻
の
西
洋
型
帆
船
を
建
造
、
そ
の
一
隻
は
マ
ニ
ラ
総
督
を
の
せ
て
、
メ

キ
ン
コ
に
渡
航
し
た
。
慶
長
年
間
の
御
朱
印
船
は
和
漢
洋
の
三
形
式
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
明
治
工
業
史
「
造
船
篇
」
二
八
ー

三
一
頁
）
。

(
3
)

明
治

H
業
史
「
造
艤
篇
」
三
四
頁
。

(
4
)

三
菱
長
崎
造
船
所
史
、
四
頁
3

(
5
)

日
本
近
枇
造
船
史
、
一
四
八
頁
。
逓
信
事
業
史
、
第
六
巻
：
七
四
九
頁
。

(
6
)
（
7
)

日
本
近
世
造
船
史
、
九
五
頁
。
海
運
興
国
史
、
八
三
一
頁
。

(
8
)

明
治
工
業
史
「
造
紺
需
」
四
四
七
頁
。

（
口
）
技
術
輸
入
。
お
よ
そ
以
上
の
如
き
低
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
造
船
技
術
が
前
進
す
る
た
め
に
は
、
労
仇
手
段
に
お
い
て
そ
う

で
あ
っ
た
如
く
、
労
仇
力
1
1

技
術
に
お
い
て
も
こ
れ
を
輸
入
！
技
術
導
入
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
次
の

如
く
行
わ
れ
た
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
ロ
シ
ア
の
軍
艦
「
デ
イ
ヤ
ナ
」
が
伊
豆
下
田
で
沈
没
し
た
が
、

幕
府
の
許
可
を
え
て
、
伊
豆
君
沢
郡
戸
田
村
で
一
隻
の
ス
ク
ー
ナ
を
迩
っ
た
。

日
本
造
船
業
の
成
立
と
構
造
（
越
徴
）

(
2
)
 

註

(
I
)

ロ
シ
ア
人
は
そ
の
代
船
の
建
造
を
企
て
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た
。
幕
府
は
邦
人
が
ロ
シ
ア
人
か
ら
伝
習
し
た
新
造
船
法
に
よ
っ
て
二
植
ス
ク
ー
ナ
一

0
隻
を
建
造
し
、

こ
れ
を
「
君
沢
型
」
と
称

(

l

)

 

し
た
。
蓋
し
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
い
て
正
式
に
西
洋
型
船
舶
の
構
造
を
会
得
し
、
建
造
に
成
功
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上

は
ロ
シ
ア
人
の
代
船
建
造
と
い
う
偶
然
の
機
会
を
得
て
技
術
を
習
得
で
き
た
一
例
で
あ
る
が
、
正
式
の
外
人
技
術
者
招
へ
い
に
よ
る

技
術
伝
習
と
し
て
は
、
翌
年
長
崎
製
鉄
所
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
に
よ
る
「
瑣
浦
型
」
と
称
す
る
木
造
汽
船
の
建
造
の
際
に

あ
り
、

お
け
る
そ
れ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
該
船
は
長
さ
一
五
間
、
幅
三
間
を
有
し
、
我
が
国
に
お
い
て
建
造
さ
れ
た
最
初
の
汽
船
で

(

2

)

 

ハ
ル
デ
ス
が
工
事
を
担
当
し
た
と
い
わ
れ
る
。

以
上
の
戸
田
と
長
崎
に
お
け
る
外
人
か
ら
の
伝
習
の
成
果
は
文
久
三
年
（
一
八
六
二
）
石
川
島
に
お
け
る
軍
艦
建
造
の
際
発
揮
さ

れ
た
。
即
ち
そ
の
設
計
は
か
つ
て
長
崎
製
鉄
所
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
伝
習
を
う
け
た
も
の
が
、
船
体
工
事
は
戸
田
に
お
け
る

修
業
者
で
あ
っ
た
も
の
が
、
機
関
工
事
は
長
崎
に
お
け
る
「
瑣
浦
型
機
関
」
の
製
造
経
験
者
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
五
カ
年
を
要
し

「
千
代
田
型
」
な
る
軍
艦
の
建
造
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
純
本
邦
人
の
建
造
に
な
る
木
造
汽
船
の
嘴
矢
で
あ
る
と
い
わ
れ

C

3

)

 

る。
以
上
を
要
す
る
に
、
ま
ず
国
外
労
仇
力
＇
技
術
の
尊
入
が
あ
り
、
こ
れ
が
国
内
労
仇
力
群
と
結
合
し
、
国
内
労
仇
力
の
修
練
が
行

わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
外
国
技
術
導
入
の
圧
倒
的
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
前
述
の
如
く
維
新
の
際
、
艦
船

め
、
い
う
に
足
る
成
果
を
上
げ
ず
、
石
川
島
と
加
州
製
鉄
所
（
後
の
川
崎
造
雌
所
）
を
除
く
の
ほ
か
は
、
全
部
維
新
と
と
も
に
閉
鎖
さ
れ

造
修
の
た
め
の
設
備
を
打
す
る
も
の
は
一
四
工
場
を
数
え
た
が
、

（
各
藩
所
有
）
い
ず
れ
も
外
人
の
指
導
を
う
け
て
い
な
か
っ
た
た

く
、
彼
等
は
い
ず
れ
も
船
体
の
要
部
で
あ
る
竜
骨
材
、

肋
材
の
組
織
か
ら
濫
青
製
法
に
い
た
る
ま
で
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
伝
習
し
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運
輸
船
で
あ
り
、
う
ち
―
―
隻
は
前
述
の
「
君
沢
型
」
で
あ
る
a

た
の
で
あ
る
。

四
隻
、

【

IV】

一
隻
に
す
ぎ
ず
、

一
九
隻
は

日
本
近
批
造
船
史
、
九
三
二
頁
、
明
治
H
業
史
「
造
雌
篇
」
四
四
七
頁
「
鎖
国
以
来
、
萎
靡
と
し
て
搬
わ
ざ
り
し
わ
が
国
造
艇
技
網
は
、

こ
4

に
お
い
て
か
復
興
の
曙
光
を
認
む
る
に
い
た
る
」
と
い
う
。
因
み
に
君
沢
型
は
二
百
石
ー
百
五
十
石
菰
度
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。

建
造
実
絨
。
叙
上
の
労
仇
手
段
と
労
仇
力
の
結
合
に
よ
る
建
迩
実
績
の
総
括
は
、
幕
末
造
船
業
の
全
体
と
し
て
の
水
準
を
知

安
政
元
年
(
-
八
五
四
）
幕
府
の
海
軍
興
立
以
来
製
造
、
購
入
、
贈
呈
を
受
け
た
艦
船
で
、

C

1

)

 

入
さ
れ
た
も
の
は
、
軍
艦
九
隻
、
運
輸
船
四
五
隻
、
計
五
四
隻
で
あ
る
が
、
そ
の
船
質
に
よ
る
分
類
に
従
え
ば
、

車
一
九
隻
、
外
車
九
隻
）
、
帆
船
二
六
隻
。
ま
た
製
造
国
別
で
は
日
本
二

0
隻、

明
治
維
新
ま
で
に
幕
府
の
艦
籍
に
編

イ
ギ
リ
ス
一
四
隻
、

汽
船
二
八
隻
（
暗

ア
メ
リ
カ
―
一
隻
、
オ
ラ
ン
ダ

(

2

)

 

フ
ラ
ン
ス
一
隻
、
不
詳
二
隻
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
汽
船
二
八
隻
の
う
ち
九
隻
は
鉄
船
で
あ
る
。

以
上
の
五
四
隻
中
、

日
本
建
造
二

0
隻
の
う
ち
わ
け
を
み
る
と
、
軍
艦
は
わ
ず
か
に
「
千
代
田
型
」

「
千
代
田
型
」
は
唯
一
の
蒸
汽
船
で
あ
る
が
木
造
で
あ
り
、
運
輸

(

S

)

 

船
一
九
隻
の
全
部
は
木
造
帆
船
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
草
創
期
の
わ
が
国
造
船
業
の
水
準
を
端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
因

(

4

)

 

み
に
千
代
田
型
の
構
造
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
造
紬
薬
の
成
立
と
構
造
（
越
援
）

る
―
つ
の
指
標
と
な
る
。

(
3
)
 

(

2

)

 

註
(

1

)

前
褐
害
。

い
ま
そ
の
実
紐
を
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
6

前
褐
害
及
び
三
菱
長
崎
造
船
所
史
、
六
頁
。
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前
述
の
如
く
斯
業
は
「
海
防
」
の
た
め
の
艦
船
造
修
業
と
し
て
発
足
し
た
。
し
か
し
幕
末
の
「
海
防
」
が
そ
の
本
質
に
お
い
て
封

建
的
支
配
体
制
の
防
衛
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
限
り
、
稲
府
は
＾
E
n本
の
・
民
族
の
防
衛
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、

深
く
根
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

質
的
1
1
技
術
的
水
郡
の
甚
だ
し
い
低
さ
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
低
さ
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
単
な
る
日
本
造
船

業
の
後
進
性
一
般
に
帰
せ
し
め
ら
る
べ
き
性
竹
の
も
の
で
は
な
く
、
実
に
斯
業
の
経
営
主
体
た
る
幕
藩
の
体
制
的
矛
盾
そ
の
も
の
に

【

V
】

小
括
。

(
4
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

註
(
1
)

艦
船
の
購
入
、
建
造
の
目
的
は
主
と
し
て
軍
事
●
の
必
要
に
か
か
り
、
貿
易
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
軍
艦
以
外
の
艤
舶
は
こ
れ
を

一
括
し
て
運
輪
船
と
名
．
つ
け
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
時
宜
に
よ
り
大
臨
を
搭
載
し
て
軍
艦
に
代
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

日
本
近
批
造
船
史
、
七
九
ー
九

0
頁
。
宮
永
祐
治
「
交
通
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
」
六
五
ー
六
六
頁
。

な
お
藩
海
軍
所
有
の
艦
船
は
、
軍
艦
三
隻
、
運
輸
船
八
五
隻
に
止
る
が
、
こ
の
う
ち
日
本
の
造
船
所
で
建
造
し
た
も
の
は
、
軍
艦
一
隻
、

蓮
轍
船
ふ
ハ
隻
に
す
ぎ
な
い
。
（
日
本
近
批
造
船
史
、
ー
ニ
四
ー
一
四
七
頁
）
。

明
治
工
業
史
「
機
械
篇
」
三
五
頁
。

（
イ
）
体
制
的
矛
盾
と
造
船
業
。
以
上
に
お
い
て
「
千
代
田
型
」
建
造
に
頂
点
を
示
す
こ
の
期
の
斯
業
の
、
量
的
、

千
代
田
型

廊

艦

艦

名
艦

種

一
三
八
六

Q五

低
円
筒
一
鉄

汽

式
一
螺
旋
数
]

櫛

六
祈

汽
罐
圧
力

摘

用
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果
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
す
ぺ
て
の
反
人
民
的
支
配
者
が
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
幕
府
は
外
寇
よ
り
も
内

乱
を
、
防
衛
の
た
め
の
軍
備
の
不
足
よ
り
も
そ
れ
の
充
実
が
内
乱
の
際
に
お
け
る
武
器
に
転
化
す
る
こ
と
を
、

(

1

)

 

を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
か
る
幕
府
の
「
海
防
」
の
本
質
は
、
と
り
わ
け
新
し
い
造
船
技
術
の
採
用
に
と
つ
て
不
可
欠
の
基
礎
を
な
す
造
船
学
の
教
授
に

即
ち
安
政
年
間
、
ま
だ
幕
府
と
諸
藩
と
の
矛
盾
対
立
が
倒
幕
を
問
題
に
す
る
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
な
か
っ
た
う
ち
は
、
長
崎
に
お

け
る
海
軍
伝
習
（
オ
ラ
ン
ダ
人
教
繭
に
よ
る
造
艇
学
及
び
軍
艦
操
縦
法
を
中
心
と
す
る
伝
習
）
に
は
、
後
の
倒
幕
勢
力
の
中
心
と
な
っ
た
薩
長

等
の
西
南
諸
藩
の
学
生
も
幕
臣
の
学
生
と
と
も
に
伝
習
を
う
け
さ
せ
た
。
し
か
る
に
安
政
条
約
調
印
後
に
は
幕
府
は
長
崎
で
の
伝
習

を
う
ち
切
り
、
江
戸
に
幕
臣
の
み
を
入
れ
る
軍
艦
操
練
所
（
造
緯
学
教
授
を
含
む
）
を
も
う
け
諸
藩
士
を
し
め
だ
し
た
。
ま
た
文
久
二

海
軍
留
学
生
を
派
遣
し
た
が
、

よ
り
一
層
恐
れ
ざ
る

や
が
て
反
幕
攘
夷
派
の
勢
力
が
た
か
ま
り
、
彼
等
が
幕
府
に
攘
夷
実
行
期
限
を
布
告
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、

軍
艦
奉
行
勝
海
舟
は
幕
府
に
対
し
、
摂
海
防
術
の
た
め
に
同
地
に
大
海
軍
操
練
所
を
つ
く
り
、
諸
藩
士
を
訓
練
し
、
軍
艦
造
修
所
を

建
設
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
。
幕
府
も
い
た
し
か
た
な
く
神
戸
に
操
錬
所
を
も
う
け
、
長
崎
製
鉄
所
を
そ
の
附
属
と
し
、
翌
年
に

は
こ
の
操
練
所
を
幕
藩
連
合
の
海
軍
局
と
す
る
た
め
に
諸
藩
士
も
自
由
に
入
所
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
既
に
尊
攘
派
が
一
時
後

退
し
て
い
た
と
き
で
あ
り
、
幕
府
に
対
す
る
圧
力
も
弱
く
な
っ
た
の
で
、
幕
府
は
「
神
戸
海
局
多
人
数
に
至
ら
ん
こ
と
を
憚
り
、
後

あ
る
。

日
本
造
艤
業
の
成
立
と
構
造
（
越
後
）

年
(
-
八
六
二
）
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
に
軍
艦
を
註
文
し
、

お
け
る
幕
臣
と
諸
藩
七
と
の
差
別
待
遇
の
中
に
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
。

諸
藩
士
に
は
留
学
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
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(
2
)
 

註
(
1
)

井
上
清
「
日
本
の
軍
国
主
義
」
（
、

が
で
き
る
。

-0--T'四
頁
。

極
め
て
狭
い
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

蒸
汽
鎚
そ
の
他
の
製
鉄
機
械

例
え
ば
そ
れ
は
前
述
の
程
度
の
造
船
所
の
建
設

(

2

)

 

終
に
制
御
な
し
難
か
ら
ん
と
思
察
し
、
百
方
此
挙
を
担
み
」
遂
に
こ
れ
を
閉
鎖
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

お
よ
そ
封
建
的
支
配
の
防
衛
、
従
っ
て
そ
れ
が
反
国
民
的
で
あ
っ
た
限
り
、
新
し
い
進
歩
的
技
術
の
採
用
と
そ
の
た
め
の
教
育
に

し
か
も
封
建
領
主
が
自
己
の
よ
っ
て
た
つ
体
制
を
防
衛
す
る
た
め
に
近
代
機
械
工
業
を
建
設
す
る
と
い
う
矛
盾
は
、
単
に
技
術
の

伝
習
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
方
面
に
、
わ
け
て
も
財
政
面
に
す
る
ど
く
現
わ
れ
た
。

で
さ
え
も
、

い
ず
れ
も
そ
れ
が
経
営
主
体
た
る
幕
藩
の
財
政
的
基
礎
を
突
破
し
た
と
い
う
事
実
の
中
に
端
的
な
表
現
を
見
出
す
こ
と

一
例
を
あ
げ
る
と
、
安
政
四
年
佐
双
藩
は
汽
船
修
理
の
た
め
箔
鉄
炉
、
蒸
汽
送
風
装
置
、

を
「
そ
の
国
に
取
建
る
心
組
に
て
和
閾
よ
り
購
い
た
る
所
な
る
が
、
そ
の
取
建
費
の
移
な
る
と
、

(

3

)

 

治
元
年
幕
府
に
納
め
て
「
用
を
為
さ
し
め
」
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
幕
府
自
身
も
主
と
し
て
外
債
に
よ
っ
て
建
設
し
た
諸
機
械
工

こ
れ
を
掌
る
人
無
を
病
み
」
、
元

場
を
賄
い
き
れ
ず
、
長
崎
製
鉄
所
立
神
工
場
、
横
須
賀
製
鉄
所
の
如
き
は
未
完
成
の
ま
ま
維
新
政
府
に
牧
用
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
つ

(

4

)

 

た
の
で
あ
る
。

「
そ
れ
ゆ
え
、
民
族
的
な
、
全
国
的
な
防
壽
を
全
国
民
に
う
つ
た
え
た
林
子
平
を

罰
し
、
天
保
未
に
謁
島
秋
帆
を
無
実
の
罪
で
獄
に
奴
じ
た
幕
府
の
た
い
ど
は
、
そ
の
最
復
の
日
ま
で
つ
づ
い
た
」
の
で
あ
る
。

井
上
箭
、
前
偏
密
、
一
ハ
四
ー
パ
頁
。
明
治
玉
寧
史
「
造
艇
篇
」
、
四
三
一
ー
三
頁
。
因
み
に
幕
府
時
代
の
造
鑓
高
疇
教
育
は
、
長
崎
伝
誓

所
、
江
戸
並
び
に
神
戸
海
軍
操
錬
所
に
お
け
る
造
緯
学
の
教
授
と
、
和
躙
滅
遣
留
学
生
の
該
旭
で
の
履
修
（
以
上
い
ず
れ
も
本
文
中
に
記

遵
及
び
横
須
賀
曇
合
に
お
け
る
教
授
に
限
ら
れ
た
。
横
須
賀
に
＊
け
る
造
鑓
学
の
教
授
は
塵
応
三
年
、
即
ち
鋼
幕
の
飾
年
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
4

に
＊
け
る
教
育
は
、
む
し
ろ
細
新
微
問
麺
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
時
代
に
＊
け
る
造
饒
学
及
び
技
鰤
の
正
式
の
教
鰻
に
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は
限
界
が
あ
り
、
殆
ど
み
る
ぺ
き
業
瞬
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
工
業
史
は
「
夷
に
わ
が
国
造
鋤
技
爾
者
の
糧
子
を
蒔
き
た

る
は
、
学
合
に
非
ず
し
て
現
業
を
授
け
た
る

H
場
な
り
」
と
い
い
、
前
述
の
長
崎
製
鉄
所
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
に
よ
る
「
瑣
浦

咆
」
襲
作
、
石
川
島
に
お
け
る
「
千
代
田
咽
」
製
作
の
経
験
の
み
が
、
わ
ず
か
に
、
こ
の
期
の
造
船
技
術
に
貢
献
し
た
こ
と
を
認
め
る
。

佐
賀
藩
海
軍
史
、
て
そ
頁
。

小
山
弘
健
「
日
本
産
業
機
構
研
究
」
五
五
頁
。

一
般
生
産
手
段
部
門
と
造
船
業
。
お
よ
そ
以
上
の
諸
点
は
斯
業
の
発
展
が
幕
藩
体
制
の
防
衛
な
る
個
別
的
目
標
と
、
経
営

主
体
の
前
期
的
性
格
を
止
揚
す
る
次
の
歴
史
的
局
面
の
展
開
を
ま
た
ず
し
て
は
、
そ
の
基
礎
を
与
え
ら
れ
え
な
い
こ
と
を
如
実
に
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
斯
業
が
か
か
る
低
度
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
既
に
次
の
歴
史

的
局
面
に
お
い
て
占
め
る
地
位
と
、
演
ず
べ
き
役
割
1
1

一
般
機
械
製
造
部
門
の
兼
業
的
、
補
充
的
役
割
を
萌
芽
的
形
態
に
お
い
て
表

示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
長
崎
製
鉄
所
に
お
い
て
は
そ
の
竣
工
直
前
「
右
御
成
功
相
成
候
は
ば
於
御
場
所
諸
道
具
並
銅
錫
類

(

1

)

 

都
て
五
金
之
器
物
盛
に
製
作
い
た
し
御
国
用
は
勿
論
外
国
人
共
へ
も
売
捌
き
御
益
筋
手
広
に
相
立
」
と
い
う
意
見
の
存
在
し
た
如

き
、
或
は
横
浜
製
鉄
所
に
お
い
て
も
「
右
製
鉄
所
に
於
て
蒸
汽
船
之
外
武
器
類
は
勿
論
農
具
又
は
釜
銅
壺
等
日
用
之
雑
具
に
至
迄
追

(

2

)

 

々
製
作
」
し
て
払
下
げ
る
と
い
う
意
図
の
存
在
し
た
如
き
す
べ
て
然
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
積
極
的
意
図
が
先
述
の
如
く
一
般
工
業

部
門
に
先
立
つ
て
工
作
機
械
及
び
蒸
汽
機
関
を
輸
入
し
た
と
い
う
斯
業
の
先
行
性
に
起
因
す
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
こ
の
よ

う
意
図
は
生
産
機
構
の
急
転
換
の
開
始
さ
れ
る
次
の
歴
史
的
局
而
の
展
開
と
と
も
に
、
総
生
産
的
・
全
機
構
的
意
義
を
帯
び
て
発
現

す
る
の
で
あ
る
。

註
(
1
)

「
製
鉄
所
に
於
て
諸
器
物
製
作
之
儀
に
付
近
頷
新
銅
山
取
扱
振
見
込
之
趣
奉
伺
害
付
」
小
山
弘
健
、
前
褐
書
、
五
三
頁
。

(
2
)

「
横
浜
製
鉄
所
御
仕
法
筋
之
儀
付
相
伺
侯
害
付
」
前
椙
害
。

【
追
記
。
日
創
山
過
租
の
う
ち
の
維
新
政
府
に
よ
る
再
編
成
、
口
揺
転
過
聰
臼
分
析
、
は
別
の
楓
会
に
発
表
す
る
。
】

日
本
造
船
業
の
成
立
と
構
造
（
越
後
）

（

口

）

(
3
)
 

(
4
)
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